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■ QuickTimeは 90年代からマルチメ

ディアフォーマットとして位置づけられて

きました。Mac OSがOS Xへと変わり、

りたいと考えています。ただし、それに

対する我々の取り組み方は、90年代の初

頭と今では変わってきています。これま

でも、QuickTimeにはさまざまな技術が

使われていましたが、それはアップルや

QuickTimeだけの閉鎖的な技術でした。

しかしそれが変化して、現在のQuick-

Timeで中心となっているのは、オープン

な標準技術です。

■ 過去のアップル製品の魅力や優位性

は、独自の技術によって生み出されてい

たという面もあります。それがいまオー

プンスタンダードを重視したり、OSに関

してもオープンソースコミュニティーと

もかかわりを持つようになったのはどう

してですか。

●独自技術だけを使うというのは、いわ

ば孤島に住んでいるような状況です。

オープンで業界標準のものを使っていく

というのは、同じ方向性を持ったより多

くの人たちのグループに加わるというこ

とです。

アップルとしては、そういった「規模の

メリット」を考えると、標準技術を支持す

ることが理にかなっていると考えたわけ

です。たとえば IEEE 1394や USB、

UNIX、IEEE 802.11、Bluetoothなどの

標準技術を採用してきました。ソフトウェ

アでも、描画エンジンに標準技術の

OpenGLを採用しました。多様化の流れ

の中で、オープンな標準技術を支持して

取り込んでいくのは、我々にとっていい

ことだと確信しています。

■ H.264 を採用した理由は、次世代

DVDでの採用もあると思いますが、最大

の理由はなんでしょうか。

● 1つは、H.264の開発と標準化にアッ

プルもかかわってきたということです。

アップルはMPEG4標準化委員会のメン

バーです。H.264の標準化においても貢

アップル担当者に聞いた

iPodとiTunesを支える
QuickTimeテクノロジー

QuickTimeもバージョン7まできました

が、マルチメディアフォーマットの中心的

な存在でありたいという位置づけは、現

在も同じですか。

● はい。これからも、消費者とプロ

フェッショナルのためのフォーマットであ

iPodと iTunesの爆発的な人気によって、いまやコンピュータ／ソフトウェアメー

カーの枠を超えた企業イメージを確立したアップル。サービスや製品の使い勝手や

デザインセンスなど、派手で分かりやすい部分が注目されがちだが、それらは同社

がこれまで培ってきた、確固とした技術によって支えられている。その中心となる

のが、90年代にはマルチメディアフォーマットの代名詞として同社の製品を支えて

きたQuickTimeテクノロジーだ。アップルが同技術で目指すものが何か、同社の

インタラクティブ・メディア・グループ プロダクト・マーケティング、シニア・ディレ

クターであり、QuickTimeを統括するフランク・カサノヴァII氏に聞いた。
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献してきました。また、他のビデオコー

デックには解決できない問題を、H.264が

解決できることに注目しました。それは

スケーラビリティーです。3Gケータイ用

の映像からフルHD映像にいたるまで、

そのすべてに対応できるという点です。

H.264には、アップル以外にも何百もの企

業がかかわっていますが、これらの企業

の多くが、自社の製品とQuickTimeがき

ちんと連携できるか双方運用性のテスト

を行っています。そのおかげで、3Gケー

タイからiPod、Blu-ray DiscやHD DVD

まで、1つのフォーマットで対応できます。

また、QuickTimeに対応したソフトなら、

どれもH.264を利用できます。

■日本では、2006年に地上波デジタル

のモバイル向けとなるワンセグ放送が始

まります（映像コーデックにH.264を採

用）。ケータイも3Gが普及して、高機能

なものが多くあります。QuickTimeや

H.264は、日本市場で活用されるフォー

マットだともいえますね。

●日本の6大放送局であるフジテレビや

テレビ朝日が、すでにH.264の採用を発

表しています。我々は、Final Cut Pro

といったプロ向けの映像制作ソフトもあ

るので、QuickTimeでH.264を採用する

ことで、そういった映像制作現場での連

携もしやすくなります。

■今のアップルは、iPodと iTunesのお

かげで特別コンピューターに親しくない

人々にも知られています。多くのユー

ザーがiPodや iTunesを使うことで、結

果的にQuickTimeが普及し、Windows

版も含めると、おそらく最も普及してい

るマルチメディアフォーマットともいえま

す。今後は、どういったことを考えてい

ますか。

●QuickTimeのダウンロード数は、毎日

65万以上もあります。今後も標準技術を

フランク・カサノヴァII Apple Computer, Inc.

Frank Casanova II インタラクティブ・メディア・グループ

プロダクト・マーケティング、シニア・ディレクター

サポートしますし、3Gへの対応も推し進

めていきます。

■ QuickTimeには、iTunesや iPodで使

われているフェアプレイ（アップルの

DRM技術）も含まれていますね。

● フェアプレイに関しては、かなり労力

を費やしました。今のところ、Quick-

Timeは汎用的なDRM技術は持ってい

ませんが、コンテンツ保護の重要性は認

識しています。ただ、リソースや優先度

を考えると、今はまず iTunes Music

Store（iTMS）を世界一にすることに集中

したいと考えています。

■欧米のiTMSで始めたミュージックビ

デオやテレビ番組の販売は、放送・通信

の融合として非常に興味深く捉えていま

す。それについてはどうお考えですか。

●我々にとっても非常にエキサイティング

なことです。2か月未満で300万以上の

ビデオが販売されました。さらにポッド

キャストもポピュラーになりましたが、そ

の何万というポッドキャストの中で人気ナ

ンバー2のものは、ビデオポッドキャスト

です。

■これまでもアップルはクリエイティブ

な分野ですばらしい製品を作ってきまし

た。アップルの製品によって、ユーザー

に何を提供し、何を実現してもらいたい

と考えていますか。

● ユーザーが非常に簡単にすばらしい

コンテンツを作成できるようにするという

ことです。H.264は世界で最も先進的な

ビデオコーデックになりました。その中

で、Macではワンクリックで iPod用に

H.264対応のビデオを作成できます。こう

いったことができるのはアップルだけだ

と思います。3GPP用のコンテンツを作

りたいという場合でも同様です。

こういった使いやすさが、ユーザーに

支持されている部分だと思います。本来

は非常に複雑なものでも、それをシンプ

ルにしていくということです。

■ありがとうございました。
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